









































































































































































































































































































































































































































































NcUUmnnucnce(cm･うの範囲内でよく一致していると‘鱗, ThcmalneMlmn Epnhcmngl嘩uImculntpmediElcU晦UhmnFasnnen2ImTq Tbl81Eemm2D
ＳＳ－ｌ（1.11±0.08）ｘｌＯｉｏ（1.55±0.08）ＸｌＯＰ（7.6土0.5）ｘｌＯ８仏8±0.5）ｘｌＯｏ（L31士OLO8）ｘｌＯＩｏいえる．ｓｓ､２（1,±０２)×,｡!。“……,｡，（…｡｣)×１０，，…!)×IOP（4…2)×,01.
中性子ﾌﾙｪﾝｽの方向依存性::：：鮒}:|:|:(’二鯛}：１１::朧:::1:M:（':灘}:|＄腱:'１期|：
を調べるために,建物は転換試験:菫（雛::|#|:|:(１脳:n|船１鰯雛|:；：童:雛|:ＭＪ雛1期'１
棟のみを考慮し,沈殿槽から'6方：:；：;糞::|;|:１１隙:::１１|:|:(鯛蛋|:|:|:：蓬:跣|:|:隙:::髭MH
位にある18ｍの位置に5OcmOx5鰯（２$雛)二|:|i(,鰯:lNl:偽《叡鮒IHl:１１Ｍ堂::|:駒鰯|低Ｉ:１１
cmの大きさで検出部を置き,中性：:|】：髪::1:|:ＩｌｌＭ菱::|ﾖﾄﾞ｡(１慨|:|:;Ｐ：:堂::}:ＭＷ;鰯):|:：
Ｓ－９（387±007)ｘ10Ⅱ但迦±0.06)ｘｌＯ１。（7.52土0.05)ｘ101゜（808±0.07)xlOI,（625±0.07)ｘｌＯ１１子輸送計算を行った．熱中性子，
熱外中性子，中速中性子，速中性子および全中性子の方向分布を図６に示す．最も方向依存性が
ある速中性子でも，最大と最小の差は４倍程度であり，転換試験棟周辺の明確な報告依存性を認
めることはできなかった．
(a)Thermalneutronnuence(＜１eV）
ＮＷ
(b)Epi-thermalneutronnuence(leVE1keV）
ＮＷ
(c)Intermidiateneutronfluence(1-500ｋeV）
１９Ｗ
篭 篭 篭
ＳＥ
（d）Fastneutronfluence(>500keV）
ＮＷ
SＥ SＥ
(e)Tbtalneutronfluence
稔鱗！ ＮＥ曰
ＳＥ ＳＥ
図ＳＭＣＮＰそZ用いて評価した転換試験棟周辺の中性子フルエンスの方向依存性
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６．ＪＣＯ土壌中の23sU/238Ｕ同位体比
238Ｕと230Th間の放射平衡の観点から235U/238Ｕ同位体比の異常を調べるために，ＪＣＯ敷地内の
土壌中のＵおよびＴｈ同位体をα線スペクトロメトリーおよびICP-MSにより分析した．土壌試料
をフシ化水素酸，硝酸および過塩素酸で溶解.抽出した後，232Ｕと2229Thの収率トレーサーを加え
た．鉄共沈操作および鉄除去を行い，陰イオン交換法によりＵおよびTh同位体を化学分離･精製
した．ＵおよびＴｈをステンレス板に電着したものを測定用線源とし）表面障壁型Ｓｉ検出器を用
いたα線スペクトロメトリーにより,Ｕおよび s
Th同位体の放射能を測定した．ＩＣＰ－ＭＳを用
いて,精製したＵ溶液の一部から235U/238Ｕ同室４
位体比を測定した．｡：３Ｕの汚染を受けていない土壌中の238Ｕと.：
●２，.Tbは放射平衡であると仮定して土壌中のゼユ過剰Ｕを計算した.７試料でＵ過剰が明確で言，あり，その過剰2381J/235Ｕ同位体比は，
0.94~7.2％であった．転換試験棟周辺だけで０
00.02０．０４０．０６０．０８０．１
なく,転換試験棟から５０ｍおよび150ｍ以上
離れている騎訴でも過乗りのＵが存在している１/mｕ（mBq付！
ことから，これらの汚染は臨界事故と無関係 図７Ｕ汚染成分と土壌との二成分混合の検討
であると考える．
ｚ３８Ｕの逆数に対して，235U/238Ｕ同位体比をプロットしたグラフを図７に示す．土壌とＵの単一
の汚染による二成分混合ならば，プロットした点は１つの直線上に載る．しかし，図６はそのよ
うな傾向はなく，Ｕの汚染源が単一の種類ではなく，さまざまな濃縮度のＵの汚染があったこと
を示唆する．
学位論文審査結果の要旨
１月２５日に行い審査委員による審査を，２月１日に学位論文の公聴会を行った。
本論文は東海村のウラン加工工場ＪＣＯで発生した臨界事故により周辺環境に漏えいした中性子のフルェン
スを放射化学的方法により評価したものである。著者は事故直後から現地に赴き試料採取活動に参加した。
第１次調査時に採取した試料の非破壊γ線測定の結果をもとに，第２次調査時にはウラン転換試験棟周辺で
土壌試料（＋化学試薬）を計画的に採取し測定試料とした。非破壊γ線測定で10数種の放射性核種を定量し
たほか，通常の低バックグラウンド測定でも検出困難な速中性子誘導核種Mn-54の精密測定に成功している
が，これは妨害する多くの放射性核種からマンガンを純度よく分離する放射化学的分離法の開発と尾小屋地
下測定室の極低バックグラウンド井戸型Ｇｅ検出器の使用によって初めて可能になったものであり,他の研究
機関ではなしえない成果である。実測値についてＭCNPモデルによる誘導核種の方位分布の計算を行い，３倍
以内で再現する事ができたが，建物の内部構造の詳細を計算に組み込むことでさらに再現性を高めることが
可能であると結論した｡さらにα線測定およびICP-MSによる土壌中ウラン同位体比の精密測定の結果から臨
界事故以前にすでに濃縮ウランの漏えいがあったことを明らかにした。本研究は，上記のように臨界事故の
環境影響の評価に多大な貢献をしたものと認められる。
本論文の成果はすでに学術雑誌に３編の論文として掲載されたほか，２編の論文が受理されており，博士
（理学）の学位を与えるに十分値するものと判断した。
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